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＜調査に至った経緯＞ 

私たちは現在ヨーロッパ・地中海文化コースに所属している。そこでは、古代～中世にか

けての哲学や歴史、宗教などについて学んでいるが、その中でキリスト教の象徴ともいえ

る十字架にある種の興味・関心を抱いた。ゼミの教授の助言もいただきながら、私たちは

その十字架の中でも、アイルランドにおける十字架（ケルト十字）は円環と十字架を組み

合わせた特殊なものだということを発見した。そこで、ケルト十字の持つ意味やその歴史

を多数の遺跡を通じて現地で調査し、またそれが大陸側のヨーロッパ地域にも存在してい

ることからその変遷過程や大陸と島国におけるケルト十字の意味合いの相違点を探ること

にした。 
 

＜行程＞ 

９月２日 福岡～オランダ / アムステルダム～ダブリン 移動日 
９月３日 ダブリン～郊外調査（ニューグレンジ・モナスターボイス） 
９月４日 ダブリン市内調査 
９月５日 ダブリン～郊外調査（クロンマクノイズ） 
９月６日 ダブリン～シャルルドゴール 移動日 
９月７日 パリ市内調査 
９月８日 パリ郊外調査 
９月９日 自由行動日 
９月１０日 パリ市内調査 
９月１１日 帰国の準備 
９月１２日 シャルルドゴール～アムステルダム 
９月１３日 アムステルダム～仁川 / 仁川～福岡 
 

＜現地での行動・調査＞ 

 
１日目 
 
この日は移動で 1 日を終えた。日本とアムステルダムは時差が 7 時間、ダブリンとでは

時差が 8 時間あるため、11 時間～13 時間 30 分のフライト後の到着も同日の到着とな

った。アムステルダムは気候的には日本よりやや涼しいくらいだったが、ダブリンの気

候は非常に肌寒く半袖では厳しいくらいであった。交通の便的には、空港からホテルま

での直通のバスが出ており、非常に便利であった。 



 
２日目 
 
今日から本格的調査に乗り出すこととなる。初日は“モナスターボイス修道院跡地”で

の調査である。モナスターボイスは首都ダブリンからドロヘダまで高速バスで約 1 時間、

そこから都市バスで 20 分ほど行き、徒歩 30 分ほど歩いたところにある。 
まず私たちはホテルから路面電車に乗り 30 分ほど揺られ、そこから徒歩 30 分ほど歩

いたところにある中央バスセンターを目指した。その近くのバス停から高速バスに乗り

いざ出発である。高速バスの環境は非常に良好で、Wi-Fi を使うことができる。ドロヘ

ダに到着し、地球の歩き方を参考に現地のバス職員にモナスターボイスまでの行き方を

訪ねると親切にもパソコンを使って教えてくれ、アイルランドの人々の人柄の良さを知

った。だが、バス職員に告げられ向かった先はモナスターボイスではなく、ボイン渓谷

（ニューグレンジ）であった。幸いにもこの地はアイルランドにおけるケルト民族が祭

祀などを行った重要な拠点であり、この地発祥とされるケルト民族特有の“渦巻き模様”

や“太陽信仰”はケルト十字のとも関係があったため思わぬ収穫となった。その後はモ

ナスターボイスへ行き、墓地としてのケルト十字を調査することができた。ここはどち

らかというとこじんまりとしており、民衆の中に潜むケルト十字の姿を見ることができ

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３日目 
 
本日は 1 日ダブリン市内での研究に費やした。今日すべきことは、郊外にある初期キリ

スト教会群でケルト十字が多数残存するグレンダロッホの行き方の確認・アイルランド

の神話と人々のつながりの調査・国立考古学歴史博物館の訪問である。まずはじめに私

たちは歴史博物館を訪問した。歴史博物館といってもダブリン市内に 3 か所もあり、一

つ一つが離れているため非常に大変だった。それぞれの受付で事前連絡のことを伝えた

が皆違った場所を指し、移動が大変で、ケルト民族の歴史やその残存する遺物に重点を

置き調査を行った。その後、中央バスターミナルでグレンダロッホへの行き方を尋ねた

ところ、そこへはバスツアーしかなく、最少運行人数が 10 人であるため私たちの滞在



期間中にはできないと言われた為、私たちはクロンマクノイズでの研究に専念すること

にした。その後はレプラホーン博物館に赴きアイルランドの神話の調査を行った。だが

ここでは神話というよりも妖精の話が中心で、彼らと人々の関わり・アイルランドの信

仰を探ることができた。この日は最後に、自分たちの語学力を培うため現地のバスツア

ーに申し込み、自分たちの英語力の向上を目指した。 
 
４日目 
 
アイルランドでの調査の最終日。クロンマクノイズでの調査である。クロンマクノイズ

はダブリン市内のヒューストン駅から郊外にあるアスローン駅まで電車で 1 時間半、そ

こからタクシーで 30 分行ったところにある。このタクシーは往復＋１時間見学で 80€
となかなかの料金であった。ここでは、初期キリスト教会群の中のケルト十字を生で見

ることができ、資料収集とともにその歴史とケルト十字が持つ本来の意味・本質を知る

ことができた。このアスローンという町はアイルランド一古いバーが残っていたり、周

りは自然に囲まれたりと非常に豊かな町であった。この 3 日間で発見したケルト十字は

比較的歴史ある古いものが多かったので、フランスでより近代的なケルト十字を探るこ

とにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５日目 
 
この日アイルランドのダブリンからフランスのシャルル・ド・ゴールへ向けて出発した。

フライト時間は２時間半程であった。到着してからはバスに乗り、パリ市内まで移動した。

あいにくこの日は道路が渋滞していた為、通常の倍ほどの時間がかかったが、パリの美し

い街並みを眺めながら無事に市内へと到着した。市内から町はずれにあるホテルまではメ

トロを利用した。メトロを利用するにあたってカルネと呼ばれる回数券を利用した。１０

枚つづりの乗車券で通常よりも５ユーロほど安かった。この日は移動だけで１日が終わっ

た為、ホテル近辺のお店で夕食をとり就寝した。 



 
６日目 
 
この日はパリ市内を調査した。現代にも残るケルト十字の調査の為である。パリ市内は古

い建物も多く、教会などの数も多いように感じた。しかし、ケルト十字発祥の地であるア

イルランドでは教会の十字架の多くがケルト十字であったのに対して、フランスの教会は

一般的な十字架が多くあまりケルト十字は確認できなかった。ただ、教会内部にある装飾

の一部としてケルト十字をいくつか見つけることはできた。慣れない土地で道に迷うこと

もあり、この日はあまり調査をすることができなかったが、そういった状況でもフランス

という大陸側の土地でケルト十字を見つけることができたので成果はあったように感じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７日目 
 
予定であれば、この日はフランス郊外のカンタル県でフランス郊外のケルト十字の調査を

する予定であったが、駅にて乗車券を購入しようとした際に電車の料金、所要時間が事前

に調べていたものと大幅に異なり、私たちの所持金では移動が難しかった為、パリ郊外の

調査をすることにした。調査対象地域はパリ市内から電車で３０～４０分ほどのヴェルサ

イユ宮殿近辺である。現地に到着してまず感じたことはパリ市内とのギャップである。パ

リ市内では日本にも多く出店しているようなお店や、百貨店なども多かったのだが、郊外

はとても自然が広がっていた。この日訪れた町で一番大きなノートルダム聖堂を中心に調

査を行った。ここでは太陽を描いた十字架を内部に、外部にはケルト十字を彷彿とさせる

十字架を見つけることができた。このことからも分かるようにフランスは中心部、郊外に

わたってケルト十字が広まっていたことがうかがえる。 
 
 
 
 
 



 
８日目 
 
この日も前日に引き続き郊外の調査を行った。前日に町で１番大きな教会に訪れた為、こ

の日はあまり有名ではない小さな教会へ調査の対象をしぼった。教会の外観から内装まで

事細かに調べてみたが、残念ながらここでケルト十字を発見することはできなかった。こ

のことから、ケルト十字はフランスの中心部、郊外にわたって広まっていたが、アイルラ

ンドほど定着していないことがわかった。パリ市内の小さな教会においてはどうなのかと

いう疑問もあらたに生まれてきたので、郊外での調査を終え、市内での調査へと専念する

こととした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９日目 
 
この日はフランス、パリといえば一番といってもいいほどの大聖堂であるノートルダム大

聖堂へと調査へ行った。８５０周年ということもあり多くの人でにぎわっていたが、外観

に関してはケルト十字、またはそれに準ずるものを見つけることはできなかった。しかし、

内部へと入っていくと、モニュメントとしてケルト十字を数多く見つけることができた。

この聖堂が建てられたのは８５０年前であるという点から考察して、１１６０年～２０１

３年のあいだに伝わったということがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１０日目 
 
フランスでの調査最終日であったこの日はパリ市内の小さな教会を調査し、先日の郊外の

教会と比較することとした。市内にはいくつも小さな教会があり調査対象に困ることはな

く、いくつかの教会でケルト十字を発見することができた。やはりフランスという大陸国

側の国では都市部を中心にケルト十字が広まっていたようだ。都市部の十字架は郊外の十

字架に比べ、サイズも大きく形もしっかりしていたように感じる。 
 
１１日目 
 
この日、お昼ごろの飛行機でフランスを後にし、アムステルダム、韓国を経由して日本へ

と帰国した。合計フライト時間は１４時間ほどであった。発着に関しても問題なくこなす

ことができた。 
 
現地での研究 
 
１、 アイルランド社会に溶け込むケルト十字 
 
アイルランドにおけるケルト十字とは他の地域と比べてどのような違いがあるのか。そ

もそもケルト十字とはキリスト教固有の十字架と現地の自然崇拝“火・地・水・空気”

の４点を重ね合わせ、そこに古代崇拝されていた太陽信仰における円を合わせた十字架

のことである。 
では、このケルト十字はアイルランドではどのように浸透しているのか。一言でいえば、

一般民衆の生活の一部にまで溶け込んでいると言えよう。というのも、もともとケルト

十字は教会の一部や墓標のような宗教的儀式などに使われるものがほとんどだったが、

現在ではファッションの一部であるブレスレットなどにも刻まれているのだ。つまり、

アイルランドにおけるケルト十字はもはや宗教的意味合いを持つだけではなくなって

いるのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 



２、 アイルランド民族の起源 
 
先述したようにケルト十字とはキリスト十字と太陽円環が組み合わさったものである

が、ではその太陽信仰とはどこで行われていたのか。 
その答えはボイン渓谷のニューグレンジにあると考えられる。この地は、古来ドイルド

達が祭祀を行った場所として知られ、この建造物の中で年に 1 回だけ陽の光が差し込ん

だ時、神が舞い降りるとされた。その証拠に、建物の内外には渦巻き模様や太陽紋章な

どが数多く刻まれている。（アイルランド民族特有の渦巻き模様はニューグレンジを起

源として広まったと言われている。）また、余談になるがこの建物の石造りは現代技術

では制作不可能と言われており、当時非常に高度な技術を持った人々がここニューグレ

ンジにいたことを窺い知ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３、 残存する初期キリスト教会群 
 
ダブリン市内から離れた郊外の町アスローンから４０キロほど離れた地に初期キリス

ト教会群の代表例の一つ“クロンマクノイズ”がある。 
この地は、非常に多くのケルト十字やラウンドタワーが多数存在する。この地のケルト

十字やラウンドタワーはもともと村の守り神・死者への崇拝建造物として建てられた。

そのため、墓地といった決まった場所に建てられるのではなく、村のあちこちに建てら

れていた。その様子は十字架をまるで一人の人のように感じ取ることができ、人々とケ

ルト宗教の親密性を誇示するかのようである。そのような点から、人々は自身が持つ自

然神があるからと言って拒んだわけではなく、それらと新たな宗教との共存を目指した

ように思える。 
現在では、16 世紀にイギリス軍の攻撃を受け一部破損しているが、近年それらを修復

し再び本来の姿に戻そうという動きが起こっている。 
 
 
 
 



 
 
４、 進化するケルト十字 
 
これまで様々なケルト十字やそれらとかかわるものを紹介してきたが、やはり宗教的意

味合いを持つケルト十字・墓標としてのケルト十字の存在も忘れてはならない。 
その本質・姿を自分の目で確かめるために私たちは“モナスターボイス”へと向かった。

ここには 100 を超えるケルト十字が建てられ、何千人という死者がその下に眠る。古

代から残るケルト十字といえばケルト民族特有の「渦巻き模様」や人型が刻まれたもの

が一般的である。（下部写真参照）これにはケルト十字と一言にいっても、その刻まれ

た一部一部にそれぞれ違った思いが込められている。宗教的意味、その人の生前を表す

象形文字・・・それらが多く刻まれたモニュメントからは死者に対する敬意や思いとい

ったものの深さを思い知ることができる。しかしその描かれ方は宗教凝ったものばかり

ではない。最近建てられたと考えられるものには“＄”や“ハート模様”が残されてい

る。このように、ケルト十字も日々進化している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５、海を超えたケルト十字の痕跡 
 
ケルト十字はヨーロッパ各地に広まっている。先述したように多くは島国アイルランド

に残るが、大陸側にもその痕跡は見受けられる。それは特に教会に残っている。アイル

ランドではファッションにまで組み込まれるほどケルト十字が著しく浸透していたが、

フランスにおいてはそうではない。教会にのみといってもいいほど、多くは教会に集中

している。非常に古い歴史を持つノートルダム大聖堂の中にもケルト十字をうかがわせ

る模様が刻まれている。比較的新しい教会にも使われていることから今でもまだ広まり

つつあるのではないだろうか。これからヨーロッパ大陸各地に広まっていくであろうこ

とが予測される。 



 
 
 
 
 
 
 
 
総括 
 
今回私たちはアイルランドとフランス・大陸と島国におけるケルト十字の広まりを調査し

に行っていたわけだが、求めていた答えは見つかった。 
今やヨーロッパ各地に広まるケルト十字。だがその中でもケルト十字の源流ともいえるア

イルランドは一味違う。墓地や教会のような宗教的分野に属するケルト十字、腕輪やネッ

クレスなどに残る文化的分野におけるケルト十字、町の一部のモニュメントとして人々に

親しまれるケルト十字、それらすべてと共存してアイルランドは生きている。歴史的に見

てもこの“共存”なくしてアイルランドの発展はなかったことだろう。今回、アイルラン

ドにおけるケルト十字の浸透性、意味合い、そしてその歴史と共存を感じ取ることができ

た。 
フランスにおいてはアイルランド程の浸透はなかったとはいえ、都市部、郊外に渡って確

かにケルト十字が広まっていることが今回の調査によって明らかにすることができた。 
今後この研究がただの経験として終わるのではなく、日本のケルト十字研究の発展に貢献

するとともに自分たちの知識の一部として将来に役立てることができたらと考える。 


